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  Barley flour inner 75 and outer 25 were finely

 milled, and their approximate composition and

 dietary fiber contents were determined. Protec-

 tive effects of the two kinds of barley flour on

 water-immersion-induced gastric stress ulcer of

 rats were examined. The results were as follows:

  1. Barley flour inner 75 was richer in fat,

 ash and dietary fiber than wheat flour. Barley

 flour outer 25 was more abundant in protein,

 fat, ash and dietary fiber than barley flour inner

 75.

  2. Sprague-Dewley rats were fed on the diets

 containing 10% of barley flour for 14 days, fast-

 ed for 24hr, and then immersed in water at 23

 ℃ to the height of their xiphoid fox 21hr.

 The inhibitory rates of gastric stress ulcer induc-

 ed by the water immersion were 67.4% by the

 diets containing barley flour inner 75 and 47.4

 % by those containing outer 25, rgspectively.

           (Received April 17, 1986)

 大 麦 は,ヨ ー ロ ッパ,中 国 な どに お い て,小 麦 の約3

分 の1量 生 産 され て い るに もか か わ らず,そ の大 半 は,

飼料 お よび ア ル コー ル発 酵 素 材 と して用 い られ て きた。

食用 と して は,日 本 に おい て,お もに,七 分 つ き押 し大 麦

と して用 い られ,ほ か に,粒 体 の 精 白大 麦 と して,わ ず か

に,中 国 や ア メ リカに お いて 使 用 され て い る にす ぎ ない 。

 大麦 の栄養学的特徴として,古 くより,白 米 食 に 対

し,大 麦混合飯のビタミンB群 および ミネラル類の補足

効果が強調されてきた。また,大 麦には,食 物繊維含有

量が豊富である こ と1)2)から,近 年,成 人病予防効果が

期待されるようになってきた。

 大麦粉の利用の試みは,古 くヨーロッパにおいて,パ

ンにみられるが,現 在では,ほ とんど使われていない。

日本において,近年,大 麦粉のめんへの利用が種々検討さ

れて きた3)4)が,先 に,著者らは,め んへの大麦粉末の適

用の際,小 麦粉とくらべ,大麦粉末は,付着性あるいは粘

りが小さく,凝集性および腰の強いことを報告 した2)5)6)。

 また,近 年,ス トレス要因による潰瘍発生が 注 目 さ

れ,抗 潰瘍薬の報告も多い7)。 著者らは,抗 潰瘍薬では

なく,天 然の食品素材に注目し,経 験的に,大 麦粉末加

工食品を食べると,胸 やけがおこりにくいことから,大

麦粉末成分が,潰 瘍の攻撃因子である胃酸分泌の抑制あ

るいは,胃 内pH調 整に関与するのではないかと考え,

大麦粉末を用いて,ラ ットの水浸ス トレス潰瘍抑制効果

を検討 したので,こ こに報告する。

        実 験 方 法

 1. 試 料

 動物実験の飼料に供 した 大麦粉末試料 と して,大 麦

全粒の外層部歩留り25%(以 下,大 麦粉外25,ま たは

outer 25と 省略)お よび,大 麦全粒よりouter 25を と

りのぞいた内層部の歩留 り75%(以 下,大 麦粉内75,

またはinner 75と 省略)を 使用した。なお,大 麦粉外

25お よび,大 麦粉内75は,フ ーズ ・グッズ ・プロダク

ションにおいて調製した。

 2. 大麦粉の一般組成

 分析した一般組成の うち,水 分は,四 訂版食品標準成

分表の穀粉類に準じ,常 圧135℃ 乾燥法8)を 用い,粗 タ

ンパク質,粗 脂肪,灰 分は,常 法9)に よ り定量した。

 食物繊維成分のうち,NDF (neutral detergent fiber)

は,van Soest法10)を 一 部修正し,3%ラ ウ リル硫酸ナ

トリウム溶液(pH6.9～7.1)処 理 の前処理として1回,

後処理 として2回 のア ミログルコシダーゼ(西 ドイツ,

ベ リンジャー社製)処 理により,大 麦粉のデンプン除去

を行なった後,濾 過補助剤としてのセライ トとともに濾

過 し,重 量法により求めた。ペクチン含量は,Robertson

法11)によ り分画抽出後,カ ルバ ゾール法12)により定量し

た。食物繊維含量は,NDFお よびペクチン値の和13)と

して求めた。

 したがって,糖 質は,粗 繊維の代 りに食物繊維含量を

用い,水 分,タ ンパク質,粗 脂肪,灰 分の合計を100か
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ら差 し引いて求めた。

 3. 実験動物および飼料組成

 実験には,5週 齢のSprague-Dewley系 雄 ラット(日

本 クレア(株)よ り購入)を 用いた。

 飼料は,Table 1に 示すように,基 本飼料群に対し,

大麦粉外25あ るいは大麦粉内75を 基本飼料のスクロ

ースと10%お きかえた各飼料とし
,水 とともに均等に

混和し,水 とともに自由摂取 とした。

 4. 水浸 ス トレスの負荷実験

 水浸ス トレスの負荷実験は,ラ ット(各群5匹)を14

日間,そ れぞれの 飼粁で飼育後,24時 間絶食 し,高 木

らの方法14)に 従い,ス トレスケージに入れ,23℃ の水

そう内に胸部まで浸し,ス トレスを負荷 した。負荷時間

は,別 に検討し,結 果および考察に示す。ス トレス負荷

後に水そ うより引き揚げ,殺 したのち,開腹 して胃を摘出

し,3%ホ ルマリン液により固定を行ない,大 湾に沿っ

て開き,解 剖顕微鏡下にて,腺 胃部に発生 している粘膜

損傷の長さを測定し,1匹 あた りに発生 している潰瘍の

長さ(mm)の 合計を潰瘍係数とした14)15)。

       実験 結果お よび考察

 1. 大麦粉末の一般組成および食物繊維含量

 Table 2に 示すように,大 麦粉内75は,比 較の小麦

Table 1. Food composition of experimental diet

         (%).

 粉 として用いた瀬古製粉製準強力粉 とくらべ,脂 肪,灰

分だけではなく,高 い食物繊維含有量を示 したが,こ の

結果は,綾 野の報告1)と 一 致 す る。さらに,大 麦粉外

25は,大 麦粉内75と 比較 して,タ ンパ ク質,脂 肪,灰

分,食 物繊維含量が多く,そ の結果,エ ネルギー量は,

大 麦粉内75の 約13%減 とな り,食 物繊維の給源とし

ても注 目に値 す る。また,タ ンパク質は,大 麦粉内75

よ り大麦粉外25に 多 く存在することか ら,米 粒同様,

大麦においても,タ ンパク質は,外 層部に多 く分布する

ものと考えられる。

 2. 給 飼 実 験

 14日 間の給飼実験の結果をTable 3お よびFig. 1に

示す。飼料摂取量は,Table 3に 示すように,基 本飼料

のコントロール群に対 し,大 麦粉内75群 では大差なく,

大麦粉外25群 でやや低下 したが,有 意差は認められな

かった。

 体 重増加量は,大 麦粉内75で やや増加する傾向を示

し,他 方,大 麦粉外25で や や 減 少する傾向を示した

が,コ ントロール群に対 し,両 群 ともに有意差は認めら

れなかった(Table 3お よ びFig. 1)。 また,体 重は,

Fig. 1に 示 すように,給 飼実験の初期において減少する

こともなく,順 調に増加 した。

 3. 水浸 ス トレスに対する大麦粉末の胃潰瘍抑制効果

 1) 水浸 ス トレス負荷時間検討 ラ ットに,大 麦粉内

Table 3. Effects of barley flour on body weight

         gain and food intake of rats after 14
         days.

Table 2. Approximate composition per 100g of barley flour inner 75 and outer 25
.



Vol. 40 No. 1 1987 63

Fig. 1. Growth response curve of Sprague-

       Dewley rats fed on 10% barley flour
       diets.

Table 4. Relation between water-immersion

         time and ulcer index of rats fed on

         barley flour.

Table 5. Comparison of barley flour inner 75
         and outer 25 on water-immersion

         stress ulcer in rats.

75を 添加した飼料を14日 間与え,24時 間 の絶 食時

間,水 温23℃ は一定条件とし,水 浸ス トレスの負荷時

間を,21, 18, 16時 間 と変化させたときの潰瘍係数お

よび潰瘍抑制率をTable 4に 示す。水浸ス トレス負荷時

間が短 くなるにしたがい,コ ン トロールおよび大麦粉内

75添 加群ともに潰瘍係数は低くなっ た が,潰 瘍抑制率

でみると時間の長短に関係なく,ほ ぼ一定の値 とな っ

た。以上の結果,潰 瘍係数の差が大きいほど,判 定が容

易になることから,以後の実験では,水温23℃,負 荷時間

21時 間で水浸ス トレス潰瘍実験を行なうこととした。

 2) 大麦粉末の水浸ストレス潰瘍抑制効果 大麦粉内

25お よび大麦粉外25添 加飼料2群 の,コ ントロール群

に対す る潰瘍抑制実験結果をTable 5に 示 す。 コントロ

ールに対 し,大 麦粉内75,大 麦粉外25と もに有意に潰

瘍係数 が低 下 し,潰 瘍抑制率では,大 麦粉内75は,

67.4%と 約3分 の2に,大 麦粉外25は47.4%と 約2

分の1に 潰瘍の発生を抑制 した。

 24時 間絶食後,コ ン トロールおよび大麦粉末添加2

群すべてのラットに,胃 内容物はほとんど肉眼的には観

察 されなかった。また,3群 と もに,24時 間絶食後,

潰瘍は認められなかった。大麦粉末成分が,潰 瘍の攻撃

因子である胃酸の分泌を抑制するのか,胃 内pH調 整に

関与するのか,ま たは,潰 瘍の防護因子である胃粘膜内

液糖タンパク質の生成を高めるのか,大 麦成分が糖粘液

タンパク質と同様の働きをもつ ものか不 明 で あ る。ま

た,大 麦粉末の胃粘液産生細胞への影響についても,今

後検討を加えたい。

 穀類による潰瘍抑制の報告はみられないが,天 然素材

の中に,イ ンドなどで生薬として用いられてきたプラン

ターゴ・オバータの種皮に強い潰瘍抑制作用が認められ

ている16)。

 食物繊維およびタンパク質含量の多い大麦粉外25よ

り,大 麦粉内75に よ り強い潰瘍抑制効果が認められた

が,従 来使用されている抗潰瘍薬以外の有効成分の存在

を示唆する結果であると考えられる。

         要 約

 大麦粉末内75お よび大麦粉末外25を 調製し,一 般

組成および食物繊維含量を測定した。 さらに,こ れ ら2

種の粉末を10%添 加 した飼料により,ラ ットの水浸ス

トレスによりひきおこされる胃潰瘍の抑制効 果を 検 討

した。それら実験の結果:

 1) 大麦粉内75は,小 麦粉と比 較 して,脂 肪,灰

分,食 物繊維が豊富に含有した。さ らに,大 麦粉外25

は,大 麦粉内75と 比 較 して,タ ンパク質,脂 肪,灰

分,食 物繊維含量豊富であ り,エ ネルギーは,大 麦粉内

75の 約13%減 であった。
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 2) 14日 間 の給飼実験 で は,コ ントロールと比較 し

て,大 麦粉内75添 加群,大 麦粉外25添 加群ともに,

体重増加に有意差は認められなかった。

 3) 水浸 ス トレス負荷の水浸時間の 検 討 で は,16,

18, 21時 間の時間変化 で は,各 潰瘍抑制率には大差は

なかった。以下の実験には,潰 瘍係数に差の大 きい21

時間を用いることにした。

 4) 14日 間給餌,24時 間絶食後,23℃, 21時 間の水

浸ス トレス負荷を行なった結果,コ ントロールに対 し,

大麦粉内75で は,67.4%,大 麦粉外25で は,47.4%

の潰瘍抑制効果が得られた。
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